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Ⅰ．はじめに  

泥炭地湿原における開拓、営農には泥炭土層からの排水を促す必要があるが、湿原環境保

全の観点からは、湿原の乾燥化が懸念される。よって両者の併存を考える上では、湿原から

の排水量を評価してこれを制御することが重要であり、そのために泥炭土層内の水移動の機

構を明らかにする必要がある。 

本研究では、農地に隣接した原生の泥炭地湿原において地下水位および飽和透水係数を測

定し、湿原から農業排水路への流出速度を評価することを目的とした。 

Ⅱ．方法  

野外調査地(Fig.1)：北海道美唄市、北海道農業

研究センター美唄分室敷地内の原生湿原とした。 

地下水位の測定：圧力変換器、小型データロガ

ーを備えたポーラスカップ付き塩ビ管を用い、

湿原西側排水路より東へ 7.5m、32.2m、81.8m、

182.2m、432.6m の地点で、2002 年 10 月 29 日

から 11月 12日の期間、地下水位を測定した。 

飽和透水係数の測定：湿原西側排水路より東へ

57、132、282、382m の地点で、それぞれ深さ

24、20、21、21cmにおける透水係数を、Auger 

Hole 法(Boast and Kirkham, 1971)により求めた。

また、西側排水路より東へ 4.5m の地点で深さ

24±6、38±7、54±6cm における透水係数を、

Constant Head Well Permeameter 法(Talsma and 

Hallam, 1980)により求めた。CHWP 法の結果の

解析には、泥炭土層の水分が高く粗間隙に富ん

でいたことから、Capillarity を考慮しない

Laplace解(Reynolds and Elrick,1985)を用いた。 

Ⅲ．結果  

地下水位の変動(Fig.2)：地下水位は、西側排水

路から 7.5m 東の地点で大きく変動しており、9

～13 日目には、深さ 20～40cmで 50cm/day、深

さ 40～70cmで 10cm/day の地下水位低下が見ら

れた。10～13 日目の降水量は積雪量であり、13

日目の融雪まで地下水涵養へ貢献しなかったこ

とから、上述の期間、湿原への水の流入はほと

んどなかったと判断された。また、13 日目には融雪によると見られる 2時間で 60cmの水位 
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上昇が認められた。その他の地点では 6 日目ま

で地下水位が漸増した後、深さ 15cm 以内でほ

ぼ一定の水位を保っていた。 

飽和透水係数の分布(Fig.3)：AH法による値は、

排水路側から 57、132、282、382m の地点それ

ぞれで 3×10-3、1×10-1、1×10-2、6×10-2cm/sec.

であった。CHWP 法による値は、深さ 24±6、

38±7、54±6cmでそれぞれ 1.5×10-2、4.0×10 -3、

2.1×10-3cm/sec.と、下層ほど小さかった。 

Ⅳ．考察  

地下水位、飽和透水係数を測定したラインは

地表面の主勾配の方向にほぼ沿っており、流れ

は概ね西側排水路へ向かっていると仮定した。 

地下水位の低下が排水路から 7.5m の地点に

おいてのみ生じていたことから、排水路近傍で

は排水路への流出速度がこれよりも上流からの

水の供給速度を上回っていることが示唆された。

そこで、流れは Darcy則に従い、水面下の各点

における動水勾配はその点の直上の自由水面勾

配に等しい、という仮定を置き、Fig.3の飽和透

水係数に動水勾配を乗じて排水路へ向かうフラ

ックスの分布を求めたところ、排水路近傍にお

ける値はこれよりも上流における値よりも 10

～100 倍ほど大きかった(Fig.4)。これは、上流

側の動水勾配が数百分の一程度と小さいことに

よる。また、この動水勾配が泥炭土の始動勾配

よりも小さい可能性もあり、その場合には排水

路近傍への水の供給は無く、排水路から 100m

ほどの範囲にある急斜面部とその上流である緩斜面部の水移動を分けて考える必要がある。 

緩斜面部と急斜面部の水移動が連続している場合の、湿原からの流出速度は、排水路近傍

における地下水位が低下していく間は、排水路近傍の各深さにおけるフラックスの値から 10

～100cm/day のオーダーであり、排水路近傍の水位が低下しきった後には上流側におけるフ

ラックスの値から 1cm/day のオーダーになると考えられる。排水路近傍の水位を高く保つこ

とによって動水勾配を小さくすることは、乾湿履歴を減じ流出速度を湿原内の流量程度に抑

える効果が期待できるが、排水路掘削の影響による傾斜ゆえの流出を低減することは難しい。 

Ⅴ．おわりに  

排水路に接した湿原における地下水位および飽和透水係数の測定から、湿原からの水の流

出は主に排水路近傍で生じており、その地下水挙動は湿原の他の部分から独立的であること

が明らかとなった。今後は、現場での流れの連続性を確認したい。 
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